
80

　
現
代
日
本
に
お
い
て
、
自
営
業
者
で
も
な
い
か
ぎ
り
、
一
般

人
は
住
宅
ロ
ー
ン
の
よ
う
な
機
会
以
外
で
金
融
業
に
関
わ
る
機

会
は
ほ
と
ん
ど
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
か
つ
て
一	

九
九
〇
年
代
に
ウ
ォ
ル
フ
レ
ン
と
い
う
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
が
、

日
本
に
は
「
倹
約
の
伝
統
に
し
た
が
っ
て
貯
蓄
に
は
げ
む
」
と

い
う
神
話
が
存
在
し
て
い
る
と
半
ば
揶
揄
的
に
指
摘
し
た
よ
う

に
、
本
稿
を
読
ん
で
い
る
大
半
の
方
も
預
貯
金
の
口
座
を
保
有

し
て
い
る
こ
と
と
思
う
。
金
融
業
と
い
う
と
馴
染
み
が
な
い
よ

う
に
思
わ
れ
て
も
、
預
貯
金
の
収
集
は
近
代
以
降
の
金
融
機
関

の
重
要
な
業
務
の
一
つ
で
あ
り
、
こ
れ
に
関
し
て
は
現
代
の
日

本
人
の
大
半
に
と
っ
て
馴
染
み
深
い
金
融
商
品
で
あ
ろ
う
。

　
し
か
し
地
域
の
中
で
の
預
貯
金
の
取
扱
業
務
を
考
え
た
時
、

銀
行
と
信
組
・
信
金
を
挙
げ
た
だ
け
で
は
何
か
足
り
な
い
よ
う

に
感
じ
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
う
、
地
域
の
中
で
預
貯
金
を

21

多摩の
金融史

は
じ
め
に

　
本
連
載
で
は
こ
れ
ま
で
、
多
摩
地
域
の
金
融
の
歴
史
の
理
解

の
た
め
に
様
々
な
先
生
方
が
、
戦
前
期
を
中
心
と
し
て
多
摩
の

銀
行
・
都
市
部
産
業
組
合
（
現
在
の
信
組
・
信
金
）
の
動
向
を

紹
介
し
て
き
た
。

　
一
方
で
金
融
業
そ
の
も
の
は
、
一
般
的
に
は
あ
ま
り
馴
染
み

の
な
い
も
の
と
し
て
扱
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
よ
う
に
思
わ
れ

る
。読
者
の
中
で
も
自
営
業
を
営
ん
で
い
な
い
方
に
と
っ
て
は
、

銀
行
や
信
用
組
合
の
業
務
で
あ
る
資
金
の
貸
付
や
手
形
取
扱
は

あ
ま
り
身
近
な
も
の
で
は
な
く
、
株
式
の
取
得
と
そ
れ
に
よ
る

銀
行
経
営
陣
の
主
導
権
争
い
と
い
っ
た
話
も
、
ど
こ
か
遠
い
世

界
の
も
の
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
い
る
場
合
も
多
い
の
で
は
あ

る
ま
い
か
。

田
中

　
　光

戦
前
多
摩
地
域
の
郵
便
貯
金



81

の
イ
ギ
リ
ス
こ
そ
が
、
郵
便
貯
金
制
度
を
世
界
で
初
め
て
創
設

し
た
国
で
あ
っ
た
。

　
前
島
密
が
留
学
中
に
実
地
で
見
聞
し
た
時
、
イ
ギ
リ
ス
の
郵

便
局
は
郵
便
だ
け
で
な
く
、
貯
金
・
為
替
業
務
を
合
わ
せ
て
取

り
扱
っ
て
い
た
。
世
界
初
の
郵
便
貯
金
制
度
は
、
イ
ギ
リ
ス
議

会
で
長
年
の
議
論
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
末
に
、
一
八
六
一
年
に

導
入
さ
れ
た
。
当
時
の
イ
ギ
リ
ス
で
は
産
業
革
命
の
結
果
、
多

く
の
貧
し
い
労
働
者
階
級
が
形
成
さ
れ
て
お
り
、
彼
ら
に
少
額

で
あ
っ
て
も
貯
蓄
を
保
有
さ
せ
る
こ
と
が
、
国
家
に
よ
る
救
貧

政
策
の
代
替
と
な
る
と
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
見
聞
を

元
に
日
本
で
も
、
明
治
七
年
（
一
八
七
四
）
に
「
貯
金
預
り
規

則
」
が
試
験
的
に
制
定
さ
れ
、
翌
年
か
ら
本
格
的
な
郵
便
貯
金

制
度
と
、
郵
便
為
替
制
度
が
開
始
さ
れ
た
。
郵
便
貯
金
は
日
本

で
も
「
窮き
ゆ
う
ほ
う
ろ
う
く

苞
陋
衢
に
住
す
る
小
民
」
が
「
健
康
に
し
て
予
め
疾

病
の
患
を
防
ぎ
、
壮
時
に
方
て
老
後
を
慮
り
能
く
其
生
計
を
経

営
し
、
吾
独
立
の
権
を
保
存
す
る
」
た
め
の
も
の
（「
貯
金
預

り
規
則
」）、
つ
ま
り
裕
福
で
な
い
人
々
の
生
活
維
持
の
た
め
に

導
入
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
も
っ
と
も
、
貧
民
保
護
の
た
め
に
設
立
さ
れ
た
も
の
の
、
設

立
当
初
の
郵
便
貯
金
の
普
及
は
は
か
ば
か
し
く
な
か
っ
た
。
制

取
り
扱
っ
て
い
る
機
関
と
い
え
ば
、
二
〇
一
七
年
時
点
で
も
な

お
約
一
七
八
兆
円
の
貯
金
残
高
を
有
し
、
日
本
最
大
ど
こ
ろ
か

単
独
金
融
機
関
の
預
金
保
有
額
と
し
て
世
界
最
大
級
の
規
模
を

誇
る
、
郵
便
貯
金
が
存
在
す
る
。
郵
便
局
は
貸
付
こ
そ
行
わ
な

い
も
の
の
、
我
々
の
生
活
に
溶
け
込
ん
だ
貯
金
の
取
扱
を
、
長

年
続
け
て
き
て
い
る
。

　
本
稿
で
は
、
地
域
の
身
近
な
金
融
機
関
と
し
て
、
銀
行
や
信

組
・
信
金
と
は
異
な
る
形
で
多
摩
地
域
に
接
し
て
き
た
郵
便
貯

金
の
、
そ
の
登
場
と
戦
前
の
昭
和
初
期
に
お
け
る
実
態
を
見
て

い
き
た
い
。一

　
郵
便
貯
金
の
誕
生

　
身
近
な
預
金
先
と
し
て
の
郵
便
局
は
い
つ
ご
ろ
、
ど
の
よ
う

に
し
て
登
場
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
ま
ず
、
飛
脚
制
度
の
代
替
で
あ
る
通
信
・
輸
送
業
と
し
て
の

郵
便
制
度
自
体
は
、
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
に
始
ま
っ
た
。

当
時
の
郵
便
制
度
は
国
営
で
あ
り
、
駅
逓
頭
と
い
う
役
職
名
で

郵
便
制
度
の
ト
ッ
プ
に
あ
っ
た
前
島
密ひ
そ
かは

現
在
、「
日
本
近
代

郵
便
制
度
の
父
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
前
島
密
は
日
本
に
お
け

る
郵
便
制
度
の
確
立
前
後
に
イ
ギ
リ
ス
に
留
学
し
て
お
り
、
こ
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と
は
い
え
、
表
1
を
ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば
わ
か
る
よ
う
に
、

こ
の
時
期
は
郵
便
貯
金
を
取
り
扱
う
郵
便
局
が
拡
大
す
る
時
期

で
も
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
先
述
の
三
等
郵
便
局
の
扱
い
の
変
化

に
由
来
す
る
。
明
治
政
府
は
郵
便
制
度
開
設
に
あ
た
っ
て
、
官

吏
で
は
な
か
っ
た
地
方
の
一
般
人
を
事
実
上
の
名
誉
職
と
し
て

郵
便
局
長
に
任
命
し
、
そ
の
自
宅
や
土
地
を
局
舎
と
し
て
提
供

さ
せ
る
こ
と
で
、
郵
便
網
の
い
ち
早
い
全
国
整
備
を
達
成
し
て

い
た
。
切
手
販
売
な
ど
の
手
数
料
収
入
を
除
け
ば
無
給
で
郵
便

事
務
を
取
り
扱
う
こ
と
に
な
っ
た
こ
う
し
た
地
域
の
郵
便
局
長

と
そ
の
局
は
、
明
治
一
九
年
（
一
八
八
六
）
以
降
は
三
等
郵
便

局
と
呼
ば
れ
、
現
在
の
特
定
郵
便
局
制
度
に
繋
が
っ
て
い
る
（
な

お
、
一
等
・
二
等
郵
便
局
は
国
の
直
営
で
あ
り
、
地
域
の
中
で

よ
り
大
規
模
な
拠
点
局
で
あ
る
）。

　
郵
便
事
務
や
局
舎
を
ほ
ぼ
無
償
で
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
こ
と
か
ら
も
理
解
さ
れ
る
よ
う
に
、
三
等
郵
便
局
長
を

勤
め
た
の
は
往
々
に
し
て
、
資
金
や
土
地
に
余
裕
の
あ
る
か
つ

て
の
名
主
な
ど
で
あ
っ
た
地
元
の
名
士
だ
っ
た
。
そ
う
し
た
慈

善
的
な
地
方
名
望
家
に
よ
っ
て
郵
便
制
度
が
支
え
ら
れ
て
い
る

中
、
明
治
一
八
年
（
一
八
八
五
）、
す
べ
て
の
郵
便
局
は
原
則

と
し
て
貯
金
事
務
を
取
り
扱
う
よ
う
に
と
い
う
省
庁
命
令
が
発

度
施
行
の
明
治
八
年
（
一
八
七
五
）
時
点
で
は
貯
金
を
取
り
扱

う
郵
便
局
が
東
京
・
横
浜
圏
内
の
一
九
局
に
過
ぎ
ず
、
利
息
も

三
％
と
当
時
の
市
中
金
利
に
比
べ
相
対
的
に
低
位
に
あ
っ
た
こ

と
が
そ
の
理
由
で
あ
る
と
さ
れ
る
（『
東
京
日
々
新
聞
』
明
治

七
年
六
月
四
日
）。

　
そ
の
一
方
で
明
治
五
年
（
一	

八
七
二
）
の
国
立
銀
行
条
例

の
制
定
を
踏
ま
え
、
明
治
二	

〇
年
代
に
か
け
て
の
企
業
勃

興
の
中
、
日
本
国
内
に
は
多

く
の
民
間
銀
行
が
叢
生
し
た
。

こ
の
流
れ
で
多
く
の
郵
便
貯

金
が
銀
行
に
流
出
し
た
だ
け

で
な
く
、
三
等
郵
便
局
と
呼

ば
れ
る
地
元
の
名
士
と
し
て

郵
便
局
を
運
営
し
て
い
た
人

材
も
ま
た
、
銀
行
経
営
に
携

わ
る
人
材
と
し
て
流
出
し
て

い
っ
た
と
言
わ
れ
る
（
杉
浦

一
九
八
六
、
表
1
）。

表 1　個人貯蓄取扱金融機関の拡大

資料）	迎由理男『郵便貯金の発展とその諸要因』国際連合大学、1981年、第17表。	
寺西重郎『日本の経済発展と金融』岩波書店、1982年、36頁。

郵便局総数 三等郵便局数 貯金取扱局 国立銀行 私立銀行
明治８年 3 815 3 612 22 4 0
明治13年 5 036 4 733 810 151 38
明治18年 4 795 n.a. 4 338 139 217
明治23年 4 134 3 540 2 804 134 272
明治28年 4 240 3 626 3 030 133 908
明治33年 4 798 3 782 4 930 ― 2 289
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せ
ら
れ
た
（
駅
逓
局
達
甲
第
百
十
七
号
）。
そ
の
た
め
、
こ
の

年
度
に
郵
便
貯
金
取
扱
局
総
数
が
爆
発
的
に
拡
大
し
た
も
の
と

思
わ
れ
る
（
表
1
）。

　
も
っ
と
も
、
実
際
に
三
等
郵
便
局
が
郵
便
貯
金
事
務
を
行
う

た
め
に
は
、
五
〇
〜
一
五
〇
円
相
当
の
保
証
品
（
現
金
・
土
地

ま
た
は
公
債
）
の
提
出
と
三
〇
〇
円
以
上
の
土
地
家
屋
を
有
す

る
身
元
引
受
人
の
指
定
が
要
求
さ
れ
て
お
り
、
局
長
に
か
な
り

の
経
済
的
負
担
を
強
い
る
も
の
と
な
っ
た
（
駅
逓
局
達
甲
第
百	

十
八
号
）。
明
治
二
三
年
（
一
八
九
〇
）
の
初
の
帝
国
議
会
選

挙
の
選
挙
権
が
直
接
国
税
一
五
円
以
上
の
納
入
者
に
限
ら
れ
て

い
た
こ
と
と
比
較
し
て
も
、
身
元
引
受
人
に
指
定
さ
れ
る
べ
き

三
〇
〇
円
分
の
土
地
家
屋
を
有
す
る
者
の
国
税
は
七
円
五
〇
銭

に
及
ぶ
計
算
に
な
り
、
貧
し
い
地
域
で
は
非
常
に
困
難
な
条
件

で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
先
述
の
よ
う
に
郵
便
局
長
を
辞
め
民
間
銀
行
経
営
に
乗
り
出

す
人
材
が
こ
の
時
期
に
続
出
し
た
背
景
に
は
、
政
府
か
ら
現
場

へ
の
こ
う
し
た
無
茶
な
要
請
に
愛
想
を
尽
か
し
た
と
い
う
側
面

も
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
な
お
、
こ
う
し
た
三
等
郵
便
局
長
の
離

脱
を
受
け
て
か
、
明
治
一
九
年
（
一
八
八
六
）
か
ら
は
三
等
郵

便
局
長
に
も
年
額
手
当
が
あ
る
程
度
支
給
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
（「
三
等
郵
便
局
長
は
手
当
金
を
支
給
し
判
任
官
官
等
俸
給

令
に
依
ら
ず
」
明
治
一
九
年
六
月
一
八
日
閣
令
第
一
五
号
）。

　
と
は
い
え
郵
便
貯
金
取
扱
局
の
拡
大
に
も
関
わ
ら
ず
、
お
よ

そ
二
〇
世
紀
に
入
る
ま
で
、
郵
便
貯
金
は
伸
び
悩
ん
だ
。
中
下

層
所
得
者
、
つ
ま
り
一
般
民
衆
は
「
下
等
一
般
の
民
人
朝
に
在

て
夕
を
謀
ら
ず
、
得
れ
ば
即
ち
之
を
費
し
甚
し
き
は
節
倹
貯
積

を
以
て
恥
と
為
す
の
風
あ
る
」（「
貯
金
預
り
規
則
」）
も
の
で

あ
り
、
明
治
三
三
年
（
一
九
〇
〇
）
に
な
っ
て
も
「
中
等
以
下
」

の
人
々
は
「
勤
倹
の
風
に
乏
し
く
所
謂
る
宵
越
の
銭
は
使
は
ず

と
の
原
則
を
固
守
し
貯
蓄
心
の
如
き
は
極
め
て
薄
弱
」で
あ
り
、

「
中
等
以
上
の
人
種
」
で
さ
え
往
々
「
一
攫
千
金
主
義
の
捷
径

を
求
め
投
機
の
為
め
に
其
心
身
を
労
し
、
着
実
穏
当
な
る
事
業

に
至
り
て
は
毫
も
之
れ
を
顧
み
ざ
る
」
と
、
そ
う
言
わ
れ
て
い

た
（
天
野
一
九
〇
〇
）。
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
高
度
経
済
成

長
を
支
え
た
よ
う
な
、
倹
約
の
伝
統
を
持
ち
貯
蓄
に
励
む
よ
う

な
日
本
人
と
い
う
も
の
は
明
治
期
に
は
存
在
せ
ず
、
む
し
ろ
宵

越
し
の
金
は
持
た
な
い
と
い
う
気
風
の
中
で
生
き
る
、
そ
う
い

う
人
々
が
当
時
の
日
本
人
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
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一
三
）。
産
業
組
合
の
業
務
の
一
つ
と
し
て
個
人
の
貯
金
収
集

お
よ
び
個
人
向
小
額
貯
蓄
が
あ
り
、
産
業
組
合
は
地
域
経
済
の

中
で
銀
行
と
は
貸
付
先
を
巡
っ
て
、
郵
便
局
と
は
零
細
な
貯
金

収
集
を
巡
っ
て
、
同
じ
土
俵
に
上
が
る
存
在
と
な
っ
た
。

　
た
だ
、
戦

前
を
通
じ
て

産
業
組
合
は

貯
蓄
収
集
で

郵
便
貯
金
に

勝
て
る
こ
と

は
な
か
っ
た

（
表
2
）。
郵

便
貯
金
は
産

業
組
合
が
登

場
し
た
二
〇

世
紀
の
冒
頭

か
ら
ち
ょ
う

ど
、
全
国
民

的
な
零
細
貯

蓄
収
集
機
関

二
　
郵
便
貯
金
の
普
及
と
多
摩
地
域

　
な
か
な
か
人
々
の
中
に
貯
蓄
習
慣
が
根
付
か
な
い
こ
と
を
、

誰
よ
り
も
心
配
し
て
い
た
の
は
当
時
の
日
本
政
府
だ
っ
た
。「
貯

蓄
は
国
民
の
不
生
産
上
の
消
費
を
止
め
て
生
産
上
の
資
本
を
作

る
途
」（
松
方
正
義
一
九
〇
〇
）
で
あ
る
と
し
て
、
現
在
の
マ

ク
ロ
経
済
学
が
前
提
と
す
る
Ｓ
（
貯
蓄
）
＝
Ｉ
（
投
資
）
に
近

い
経
済
認
識
を
既
に
政
府
は
持
っ
て
お
り
、
日
清
戦
争
後
の
明

治
三
一
年
（
一
八
九
八
）、
当
時
の
大
蔵
大
臣
井
上
馨か
お
るは

日
本

全
国
に
向
け
た
貯
蓄
奨
励
政
策
を
打
ち
だ
し
て
い
く
。

　
一
方
で
民
間
銀
行
は
当
時
、
大
衆
か
ら
の
零
細
貯
蓄
の
収
集

は
コ
ス
ト
に
利
益
が
見
合
わ
な
い
と
判
断
し
て
お
り
、
低
中
所

得
者
か
ら
の
積
極
的
な
零
細
貯
蓄
収
集
は
政
府
の
役
目
と
認
識

し
て
い
た
。
郵
便
貯
金
を
民
業
圧
迫
と
す
る
民
間
の
意
見
は
ほ

と
ん
ど
な
か
っ
た
（
有
楽
会
一
九
〇
〇
）。
し
か
し
一
般
人
か

ら
零
細
な
貯
蓄
を
収
集
す
る
機
関
と
し
て
、
明
治
三
三
年
（
一	

九
〇
〇
）
に
は
産
業
組
合
法
が
制
定
さ
れ
、
現
在
の
農
協
や
信

組
・
信
金
に
繋
が
る
信
用
業
務
を
行
う
協
同
組
合
が
、「
我
が

産
業
の
心
髄
た
る
中
産
以
下
の
農
工
業
者
の
金
融
を
利
す
る
」

も
の
と
し
て
全
国
各
地
に
設
立
さ
れ
て
い
く
（
帝
国
農
会
一
九	

年度 銀行 産業組合（報告組合のみ、全数でない） 郵便
貯金資本金 預金 貸付 資本金 貯金 貸付 報告率

明治36 334 758 923 1 1 46% 22
明治39 359 1395 1419 2 1 3 39% 113
明治41 438 1506 1527 4 4 8 46% 105
大正元 534 1941 2304 － 18 29 73% 162
大正４ 622 2569 2872 28 30 52 79% 207
大正７ 888 7236 6819 30 122 84 46% 589
大正10 1747 9494 10239 61 285 247 39% 783
大正13 1953 10232 11568 112 525 467 46% 935
昭和２ 1886 11247 11801 － 886 756 73% 1566
昭和５ 2489 11332 10030 184 921 840 79% 1809
昭和８ 2312 11651 9138 204 982 845 － 1968
昭和11 2142 14093 9509 221 1262 879 － 2493
昭和14 2112 26307 15363 249 2524 855 － 4922
昭和17 1938 50041 26710 306 5750 935 － 9004

表 2　銀行・産業組合・郵便貯金の資金規模

金額単位＝100万円
資料）	総務庁統計局『日本長期統計総覧』三巻、1988年、表11－9－ａ、表11－12、	

表11－15、農商務省『産業組合要覧』各年度版から作成。
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へ
と
成
長
し
て
い

っ
て
い
た
か
ら
で

あ
る
（
図
1
）。

　
郵
便
貯
金
は
ど

の
よ
う
に
、
こ
う

し
た
全
国
的
な
個

人
零
細
貯
蓄
の
形

成
を
導
い
た
の
だ

ろ
う
か
。
明
治
三	

五
年
（
一
九
〇
二
）

の
郵
便
貯
金
利
用

者
の
内
訳
を
見
る

と
、
農
業
従
事
者

（
約
三
割
）
と
学

生
（
約
二
割
）
と

い
う
人
々
が
当
時

の
郵
便
貯
金
の
拡
大
を
支
え
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
と
り

わ
け
学
生
は
明
治
三
〇
年
（
一
八
九
七
）
時
点
で
は
全
体
の
五

％
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
二
〇
世
紀
に
入
っ
て
一
気
に
利
用
が

拡
大
し
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　
こ
れ
は
、
明
治
三
二
年
（
一
八
九
九
）
か
ら
郵
便
局
が
学
校
・

社
寺
・
役
場
な
ど
に
出
張
し
て
郵
便
貯
金
を
取
り
扱
う
郵
便
局

員
出
張
取
扱
制
度
が
導
入
さ
れ
た
こ
と
や
、
ま
た
明
治
三
三
年

（
一
九
〇
〇
）
に
切
手
貯
金
制
度
が
導
入
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ

て
、
現
金
を
持
つ
こ
と
の
な
い
子
供
で
あ
っ
て
も
切
手
を
集
め

て
貯
金
を
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
、
そ
れ
が
小
学
校
教
育
の

中
に
し
ば
し
ば
直
接
取
り
入
れ
ら
れ
た
こ
と
な
ど
が
大
き
な
効

果
を
持
っ
て
い
た
。
た
と
え
ば
静
岡
県
の
三
島
市
な
ど
で
は
、

小
学
校
の
先
生
に
引
率
さ
れ
た
生
徒
た
ち
が
ク
ラ
ス
ご
と
に
郵

便
局
に
行
っ
て
切
手
貯
金
を
行
う
よ
う
な
こ
と
が
見
ら
れ
た

（
田
中
二
〇
一
八
）。

　
こ
う
し
た
制
度
に
よ
り
郵
便
貯
金
は
、
実
質
的
に
そ
れ
自
体

が
若
年
層
向
け
の
貯
蓄
教
育
の
教
材
と
な
っ
た
。
明
治
四
三
年

（
一
九
一
〇
）
に
は
郵
便
貯
金
を
扱
う
中
央
官
僚
は
「
学
生
貯

金
は
切
手
貯
金
制
度
開
始
以
来
駸
々
と
し
て
増
進
」
し
、「
本

邦
社
会
人
心
に
及
ぼ
す
感
化
実
に
鮮
少
な
ら
ざ
る
」
と
述
べ
、

「
今
後
十
数
年
な
ら
ず
し
て
本
邦
人
の
思
想
上
に
一
大
革
新
を

加
ふ
る
に
至
る
べ
し
」と
感
慨
深
く
書
い
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
、

我
々
の
よ
く
知
る
日
本
の
「
倹
約
の
伝
統
」
が
築
か
れ
た
と
言

っ
て
も
い
い
だ
ろ
う
。

出典：	郵政省『郵政百年史資料30巻』貯第 5表、江見康一他『長期経済統計
5』第 4表より作成。

注：総預貯金＝定期性預金＋当座性預金（郵便貯金を含む）の残高。

図1　郵便貯金の普及率
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ま
た
、
子
供
が
学
校
で
習
い
覚
え
て
き
た
習
慣
が
家
庭
に
フ

ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
さ
れ
る
こ
と
は
現
在
で
も
し
ば
し
ば
読
者
の
皆

さ
ん
も
ご
経
験
の
こ
と
と
思
う
。
二
〇
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
の

こ
う
し
た
学
校
教
育
で
の
貯
蓄
習
慣
の
普
及
は
、
日
本
全
国
の

婦
人
会
や
氏
子
会
な
ど
の
大
人
の
団
体
の
行
動
に
も
影
響
を
及

ぼ
し
て
い
っ
た
。

　
当
時
の
多
摩
地
域
で
も
、
た
と
え
ば
戸
倉
村
（
現
あ
き
る
野

市
の
一
部
）
で
は
、
村
内
に
貯
金
組
合
を
結
成
し
一
日
五
厘
以

上
の
貯
金
を
奨
励
、
貯
金
箱
に
そ
れ
を
収
集
す
る
と
い
う
習
慣

が
明
治
四
〇
年
（
一
九
〇
七
）
頃
に
は
確
立
し
て
い
た
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
同
時
期
の
同
村
に
は
土
曜
淑
女
会
と

い
う
女
性
団
体
も
結
成
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
会
で
も
「
毎
月

金
十
銭
以
上
の
郵
便
貯
金
（
其
他
貯
金
）
を
致
す
事
」
と
い
う
、

定
期
的
な
零
細
貯
蓄
の
習
慣
化
が
行
わ
れ
て
い
た
（
東
京
府
農

会
『
東
京
府
西
多
摩
郡
戸
倉
村
農
事
調
査
』）。
二
〇
世
紀
に
入

っ
て
、
日
々
の
細
か
な
貯
金
が
日
常
の
行
為
と
な
る
時
代
が
始

ま
っ
た
の
で
あ
る
。

三
　
世
界
恐
慌
の
中
の
多
摩
地
域
の
郵
便
貯
金

　
明
治
後
期
に
は
全
国
民
的
に
普
及
し
た
郵
便
貯
金
は
、
昭
和

初
期
の
世
界
恐
慌
の
不
景
気
の
時
代
に
は
ど
の
よ
う
な
影
響
を

受
け
た
の
だ
ろ
う
か
。
昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）、
ア
メ
リ
カ

で
始
ま
っ
た
世
界
恐
慌
は
、
日
本
で
は
翌
年
に
日
本
政
府
が
金

解
禁
を
行
っ
た
影
響
も
あ
り
激
し
い
恐
慌
と
農
業
不
況
を
も
た

ら
し
た
。
既
に
昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）
に
発
生
し
た
金
融
恐

慌
の
際
に
多
く
の
銀
行
が
倒
産
し
て
お
り
、
安
全
性
を
求
め
て

「
か
な
り
の
高
額
貯
金
が
銀
行
か
ら
郵
便
貯
金
に
シ
フ
ト
」（
寺

西
一
九
七
五
）
し
て
い
た
が
、
世
界
恐
慌
か
ら
の
昭
和
恐
慌
は

そ
の
流
れ
を
強
化
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
多
摩
地
域
に
お
い
て
は
ど
の
よ
う
な
状
況
に
な
っ
て
い
た
の

だ
ろ
う
か
。
実
際
の
数
値
で
そ
の
状
況
を
見
て
み
よ
う
。
表
3

は
昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）
度
に
お
け
る
全
国
・
東
京
府
・
東

京
府
内
で
の
郵
便
貯
金
の
概
況
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
こ

れ
を
見
る
と
、
同
年
時
点
で
東
京
府
の
郡
部
（
市
域
を
除
く
地

域
、
東
京
府
の
統
計
で
は
し
ば
し
ば
八
王
子
市
も
郡
部
に
含
め

る
）
の
郵
便
貯
金
は
、
全
国
の
郡
部
の
平
均
だ
け
で
な
く
市
部

と
比
べ
て
も
、
む
し
ろ
優
秀
な
貯
蓄
収
集
力
を
持
っ
て
い
た
こ

と
が
う
か
が
え
る
。

　
当
時
、
島
嶼
部
を
除
い
た
郡
部
（
八
王
子
・
南
多
摩
・
西
多

摩
・
北
多
摩
）
に
は
、
四
三
局
の
郵
便
貯
金
取
扱
局
が
あ
っ
た
。



87

そ
れ
ぞ
れ
の
局
で
の
郵
便
貯
金
取
扱
高
を
確
認
し
て
み
よ
う
（
表

4
）。
こ
こ
か
ら
は
、
南
多
摩
郡
・
北
多
摩
郡
で
の
貯
金
収
集

が
相
対
的
に
大
き
な
傾
向
に
あ
る
よ
う
に
見
え
る
。

　
北
多
摩
郡
の
場
合
は
ち
ょ
う
ど
昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）
に

陸
軍
航
空
本
部
補
給
部
が
所
沢
か
ら
移
っ
て
き
た
立
川
町
を
は

じ
め
、
こ
の
時
期
に
多
く
の
軍
需
企
業
が
移
転
し
て
き
た
地
域

で
あ
る
こ
と
か
ら
（
鈴
木
二
〇
〇
〇
）、
全
国
的
な
不
景
気
を

よ
そ
目
に
こ
の
地
域
の
人
々
に
は
改
め
て
新
た
な
貯
蓄
を
行
う

だ
け
の
余
裕
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
一
方
で
、
八
王
子

や
府
中
、
青
梅
と
い
っ
た
旧
甲
州
街
道
、
青
梅
街
道
筋
の
町
々

で
の
郵
便
貯
金
の
蓄
積
の
多
さ
も
注
目
さ
れ
る
。
当
時
の
日
本

は
「
農
村
の
危
機
」
と
呼
ば
れ
る
時
代
で
あ
っ
た
が
、
町
場
に

は
貯
蓄
を
維
持
で
き
る
だ
け
の
経
済
的
余
裕
が
あ
る
程
度
あ
っ

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
な
お
、
こ
う
し
て
地
域
か
ら
集
め
ら
れ
た
郵
便
貯
金
は
、
銀

行
や
産
業
組
合
の
よ
う
に
直
接
そ
の
場
で
誰
か
に
貸
し
付
け
ら

れ
る
こ
と
は
な
く
、
国
営
で
あ
る
た
め
政
府
が
そ
の
運
用
を
管

理
し
て
い
た
。
郵
便
貯
金
が
全
国
的
に
普
及
し
て
あ
る
程
度
巨

額
な
も
の
に
な
っ
て
以
来
、
明
治
四
二
年
（
一
九
〇
九
）
か
ら

そ
の
運
用
の
一
部
は
常
に
地
方
経
済
に
還
元
さ
れ
る
べ
き
も
の

で
あ
る
と
政
府
の
中
で
も
定
め
ら
れ
、
後
の
財
政
投
融
資
制
度

に
繋
が
っ
て
い
く
。

　
本
稿
が
確
認
し
た
昭
和
八
年
は
、
そ
の
前
年
か
ら
大
蔵
大
臣			

郵便局数 現在高 人員 一局あたり
貯金額

一局あたり
人員 人員一人あたり貯金額

全国 市 2131 117721 14219 55 6672 82
町 2094 77482 9365 37 4472 83
村 5760 54240 9871 9 1714 53
特殊 11 31171 2762
総計 9996 280614 36217 28 3623 77

東京府 市 512 29871 3579 58 6991 83
町 11 861 71 78 6467 121
村 50 603 71 12 1416 85
特殊 6376 371
総計 573 37711 4092 65 7141 91

人口百人あた
り預入人員

人口一人あた
り預金額

東京市 508 29474 3540 58 6968 65 54
八王子市 4 397 40 99 9916 71 71
西多摩郡 12 226 27 19 2276 27 22
南多摩郡 7 210 20 30 2847 22 23
北多摩郡 20 917 73 46 3656 40 50
大島 14 49 10 3 738 48 23
八丈島 4 30 6 8 1585 70 34
小笠原島 4 32 5 8 1233 86 56

表 3　昭和 8年度における東京府の郵便貯金概況

単位：万円、千人
資料）逓信省『郵便貯金郵便局別状況表』1933年度版から作成。
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貯
金
だ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
当
時
の
多
摩
地
域
で
も
行
わ
れ

た
街
道
の
道
路
整
備
な
ど
の
事
業
資
金
の
一
部
は
、
人
々
が
懸

命
に
貯
め
て
き
た
貯
蓄
が
巡
り
巡
っ
て
地
元
に
還
元
さ
れ
る
、

そ
の
過
程
の
一
部
で
も
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

高
橋
是
清
が
、
高
橋
財
政
と
呼
ば
れ
る
公
共
事
業
支
出
に
よ
る

ケ
イ
ン
ズ
政
策
を
取
り
始
め
た
時
期
で
あ
っ
た
。
時
局
匡き
よ
う
き
ゆ
う救

事
業
と
呼
ば
れ
た
こ
の
政
策
の
中
で
は
、
失
業
対
策
と
し
て
の

道
路
や
ダ
ム
な
ど
の
土
木
工
事
や
、
農
山
漁
村
の
人
々
に
対
す

る
低
利
資
金
融
資
な
ど
の
実
施
が
な
さ
れ
た
が
、
こ
れ
ら
の
事

業
の
た
め
の
資
金
の
原
資
と
な
っ
た
の
が
大
蔵
省
預
金
部
資
金

と
呼
ば
れ
る
、
す
な
わ
ち
政
府
が
運
用
を
管
理
し
て
い
た
郵
便

表 4　昭和 8年度の東京府郡部(除島嶼部)の郵便貯金の概況

単位：千円、人
資料）逓信省『郵便貯金郵便局別状況表』1933年度版から作成。

郵便局名 現在高 人員 一人当たり
貯金額

八王子市 八王子八幡町 929 8874 105

計4
八王子 2757 26330 105
八王子追分町 265 3904 68
八王子寺町 19 556 34

南多摩郡 浅川 248 2591 96

計7

町田 902 8679 104
日野 408 4186 97
小野路 332 2215 150
恩方 145 1163 125
由木 8 226 35
多摩 53 871 61

西多摩郡 青梅 681 7102 96

計12

五日市 341 4167 82
羽村 95 1268 75
檜原 27 1181 23
澤井 211 2542 83
箱根ヶ崎 245 1829 134
福生 340 3551 96
氷川 72 1554 46
平井 80 1122 71
小河内 40 822 49
霞村 92 1354 68
成木 35 815 43

北多摩郡 立川 1356 12528 108

計20

府中 1345 8165 165
田無 1230 6510 189
調布 1018 6781 150
吉祥寺 814 8076 101
境 264 2357 112
拝島 245 2969 83
小平 392 2256 174
国分寺 447 2807 159
東村山 681 5034 135
砂川 179 2316 77
清瀬 164 1041 158
砧 312 3210 97
村山 71 705 101
国立 84 1209 69
小金井 189 2349 80
保谷 143 1381 104
千歳烏山 127 1267 100
狛江 52 628 83
三鷹 54 1522 35



89

【
参
考
文
献
】

天
野
為
之
（
一
九
〇
〇
）「
賭
博
的
国
民
は
外
資
輸
入
を
語
る
可
か
ら
ず
」

『
東
洋
経
済
新
報
』
第
一
五
五
号

井
上
馨
（
大
蔵
大
臣
）（
一
八
九
八
）「
貯
蓄
奨
励
に
関
す
る
諭
達
」『
東

京
経
済
雑
誌
』
第
九
三
一
号

カ
レ
ル
・
ヴ
ァ
ン
・
ウ
ォ
ル
フ
レ
ン
、
篠
原
勝
訳
（
一
九
九
四
）『
人
間

を
幸
福
に
し
な
い
日
本
と
い
う
シ
ス
テ
ム
』
毎
日
新
聞
社

杉
浦
勢
之
（
一
九
八
六
）「
大
衆
的
零
細
貯
蓄
機
関
と
し
て
の
郵
便
貯
金

の
成
立
─
日
清
戦
後
の
郵
便
貯
金
の
展
開
と
そ
の
性
格
─
」『
社
会
経

済
史
学
』
第
五
二
巻
第
四
号

鈴
木
浩
三
（
二
〇
〇
〇
）「
四
産
業
・
金
融
」『
多
摩
の
あ
ゆ
み
』
第
一
〇

〇
号

田
中
光
（
二
〇
一
八
）『
も
う
一
つ
の
金
融
シ
ス
テ
ム
─
近
代
日
本
と
マ

イ
ク
ロ
ク
レ
ジ
ッ
ト
』
名
古
屋
大
学
出
版
会

帝
国
農
会
（
一
九
一
三
）『
中
小
農
と
産
業
組
合
』

寺
西
重
郎
（
一
九
七
五
）「
金
融
的
発
展
の
一
側
面
：
安
全
資
産
の
利
用

可
能
性
と
銀
行
業
の
集
中
過
程
」
南
亮
進
他
編
『
近
代
日
本
の
経
済
発

展
』
東
洋
経
済
新
報
社

東
京
府
農
会（
一
九
〇
七
）『
東
京
府
西
多
摩
郡
戸
倉
村
農
事
調
査
附
村
是
』

前
島
密
（
一
九
二
〇
）「
自
叙
伝
」
市
野
弥
三
郎
編
『
鴻
爪
痕
』

松
方
正
義
（
大
蔵
大
臣
）（
一
九
〇
〇
）「
貯
蓄
奨
励
論
」『
銀
行
通
信
録
』

第
一
七
五
号

郵
政
省
編
（
一
九
七
〇
）『
郵
政
百
年
史
資
料
第
一
巻
太
政
類
典
、
公
文
録
』

吉
川
弘
文
館

郵
政
省
編
（
一
九
七
一
）『
郵
政
百
年
史
資
料
第
二
十
一
巻
新
聞
雑
誌
記

事
集
』
吉
川
弘
文
館

郵
便
貯
金
局
（
一
九
一
〇
）『
郵
便
貯
金
局
郵
便
貯
金
事
務
史
第
一
編
』

有
楽
会
（
一
九
〇
〇
）「
貯
蓄
奨
励
に
関
す
る
有
楽
会
調
査
委
員
の
意
見
」

『
銀
行
通
信
録
』
第
一
八
〇
号

W
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